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『ユイファ・ジャポン復興ハウス－提案集』の作成にあたって� 加部　千賀子
Uifa Japon Housing Regeneration Proposals� KABE Chikako

　「ユイファ・ジャポン復興ハウス－提案集」の作成にあたっ
て提案集は、20 坪案の Part Ⅰ（＝高齢者向けの小規模な復
興住宅）から始まり、40 坪案の Part Ⅳ改訂版までである。
会員にプラン提案を呼び掛け、毎回、10 案強が提案された。
　熊本の被災地から「高齢者でも再建可能な小さな住まい」
を求められ、Part Ⅱ‐12 坪案を作った。高齢期に向けて、
寝室からトイレにアクセスしやすく、バリアーフリーでコ
ンパクトなプランである。更に、この 12 坪案を発展させ、
3 人家族に対応する 16 坪プランを加えたのが、Part Ⅲだ（13
案）。
　Part Ⅳ改訂版では、世帯向けに 40 坪 2 階建てとした。4
～ 5 人家族（夫婦 + 子供、高齢の親）を想定し、家庭菜園用に、
土間・食品庫なども設けた（11 案）。

・岩手県岩泉町の個別住宅相談で（2018 年 9 月）
川べりの家は増水で全壊だ。
・一人暮らしの女性（60 才 / 農業）
　農作業ができる土間のある 20 坪平屋建てを希望。世帯向
け Part Ⅳ -401（右図下段□）の 1 階を紹介。階段を無くし、
リビングの幅を縮めれば、要望に近くなる。
・男性（54 才 / 会社員）
　3 人家族（夫婦と夫の母 /83 才）。2 寝室の小さな平屋を
希望。高齢家族向け Part Ⅲ -16 坪案の 208 （右図上段□）
を紹介。母室がトイレと直結しているプランだ。
　Part Ⅳは世帯向けプランだが 1 人暮らしに、Part Ⅲ -16
坪案は高齢家族向けプランだが中高年家族に役立った。
　被災者の住環境条件は、災害の内容・敷地・家族構成な
ど様々である。相談員は、被災者の方の状況や依頼に近い
プランをこの提案集から選び、依頼条件に合わせて変化さ
せて使って頂けることを望む。住宅再建の最初の 1 歩とし
て活用されれば幸いである。

　UIFA’s collected proposals start with Part I, which provides 
a housing plan of 65 m2 for older victims, and goes to Part IV, 
which provides a plan for 130 m2. Calling for proposal of plans 
to members, each time 10 proposals were proposed.
・Part II: 40 m2 plan. This was created at the site in response 
to a request that "Seniors can rebuild it." The compact plan has 
barrier-free access from the bedroom to the toilet.
・Part III: Based on the 40 m2 plan, we developed 13 ideas for 
a 50 m2 plan for a family of three.
・Part IV (revised version): 130 m2 plan. Provides 11 ideas for 
4 to 5 family members living with an elderly parent, including 
a dirt floor and food storage for a home garden.

・Housing consultation at Iwaizumi-cho in September 2018 
Their houses were completely destroyed by rising river waters.
• Woman living alone (60 years old/agriculture)
Her request was for a 65 m2 single-story house with a dirt 
floor for farm work. Introduced the first floor plan of Part IV-
401 (right figure Lower stage□). It is best to lose the stairs 
and make the living room smaller.
• Male (54 years old/company employee)
Three family members and his elderly mother. His request 
was for a small, single-story house with 2 private rooms. 
Introduced 208 (right figure upper stage□) of Part III (50 m2) 
because the mother’s room would be directly connected to the 
toilet.
We hope that the counselor will select a plan close to the 
needs of the victims from this proposal collection, change it 
according to the requested conditions, and utilize it as the first 
step in regenerating housing.

相談風景
Consultation Scene in Iwaizumi Town

　↑ Part Ⅲ－ No.208

　↑ Part Ⅳ－ No.401
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■編集後記
特に東京へ職人・資材が流れているのだと、津々浦々の
工事現場が呻いている（井出）／ワールドニュースを日々
拝見！世界の平和はどうなる！貧富の差も広がるばか
り！災害後の格差も心配です。UIFA の穏やかな活動が不
思議に思える日々（渡邉）／平成最後の新年、不自由な
生活を送る人が少ない、明るい良い年となりますように。

（御舩）／今年も完成した法末のオリジナルカレンダーに、
ほっと一息（宮本）／お正月にまた熊本に地震。いつま
たどこに来るのか。きちんと準備せねば。（牛山）／今号
編集担当しましたが、仕事に追われ発行が遅くなりまし
た。大変申し訳ありません。（薄井）

■役員会報告
2018 年度第 3回 9 月 14 日　第 69 回・70 回海外交流の
会計画準備　両国横網町公園防災カフェ報告　岩泉町・だ
れフォトニュース　岩泉住宅・御船町相談会報告　岩泉町
生活橋寄付について　UIFA 復興ハウスプラン集編集報告
　パンフレット更新準備　25 周年記録誌印刷部数検討
2018 年度第 4回 11 月 14 日　第 69 回海外交流の会報告
　第 70 回海外交流の会検討　被災地復興支援の今後検討・
展望する会報告　25 周年記念誌発刊販売開始　熊本住宅
相談カフェ準備　法末初釜準備　北海道地震寄付報告　

■英文監修を Karen Severns にしていただきました。

人々に見てほしかった。実際、内に秘めたさまざまな
問題も多々あろうが、兎にも角にも以前の町からは想
像もし得ない ‘おらが街’ に生まれ変わっていた。
　「1000 年に 1 度をわが事に、震災を共に生きる」と
題した、記憶の風化を防ぎ災害への備えの大切さを訴
えるシンポジウムでも、「災害が起きたらとにかく逃げ
て！命あってのもの」と訴えていた。震災直後、瓦礫
の中から回収した写真など ‘おもいで品返却事業’ とい
うボランティア事業があった。予算や作業人員確保難
でこの返却事業も終了しかけたが、自宅再建も成し遂
げ思い出の品を探す心の余裕が出てきた方も現れ、被
災者支援催事が少なくなっている中、思い出品閲覧が
新たな交流の場として再開しつつある。また、あの苦
難を糧に奮起した大人や、新たな夢や憧れ、勇気の種
を希望に変えた子どもたちを取り上げ紹介する機会も
多くなってきている。
　UIFA の岩泉や熊本の被災地支援も、建築という専門
性を活かしたカフェを楽しみながら、住宅再建相談に
乗るべく行っている。この災害復興支援活動としての
傾聴・助言は、不安要素いっぱいの被災者にとって、
どんなに心強く安堵材料になっていることだろう。的
を得た専門知識を活かしたボランティア活動であると
思う。複雑怪奇で混沌とする現代社会、何を是とすべ
きか皆目不透明だが、天災人災も最小限に食い止めた
いと願う昨今である。

　去る 9 月 1 ～ 2 日、岩泉豪雨被災復興支援ツアーに
出掛けた折、陸前高田、釜石鵜住町等駆け足で視察。
嵩上げされた土地に今風の垢抜けた新しい街並みがで
きていた。こんな街になるとは！亡くなられた被災の

7 年半以上も経ちました	 岩井　紘子
7.5 Years After the Earthquake	 IWAI Hiroko

被災地通信（21）Report from the Disaster Area (21)

　この本は手元にあって楽しい。“人生のなかでも特
別な時間を過ごす子どもたち” の暮らしの場は、育ち
の家。地域のつながり、親も出会い、安心快適もあれ！
の場でもある。働く人も自らのびのび育ちたい。先進
的あるいは普遍的と言われている施設、福祉先進国北
欧の施設、プロといわれる人の話、時に見習い体験、
その先に「施設」でない「家」をつくる。この多層的
プロセスは手間暇を惜しまない。実に共感する。大人
たちへ、あるいは他分野の専門家たちへ、素敵なメッ
セージにあふれた本である。
　富田玲子さんにお願いして、いくつか訪問もした。
共通に流れているのは気持ちよい風を記憶する。ま
た葛飾区「うらら保育園」
は縁あって渡邉も参加する
NPO ア！安全・快適街づく
り活動一環で地域や親、保
母さんたちが集まってワー
クショップなどもする。エ
ントランスの広場は、内で
もなく外でもなく優に 100
人は入って真剣な、穏やかな
時間を共有する。いいですよ！

11の子どもの家―象の保育園・幼稚園・こども園―
象設計集団編� 渡邉　喜代美
11 Homes for Children, with Nursery School and 
Kindergarten by Atelier Zo� WATANABE Kiyomi

■ 会員のおすすめの本

URL	 :http://uifa-japon.com 

左：被災前の旧商店街
右：�被災後のモダンモニュメント的広場と
化した新しい町評論社　2,400 円


